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第 5 章では、連続細線が得られにくい合金系の連続細線化法の開発を目的として、 Co-Cu 合金に第 3 元素として
Be を微量添加した場合の連続細線化効果を調べている o また、 Co-Cu 合金が準安定液相分離することを利用して、
本紡糸プロセスによる過冷度の達成度について調べているo さらに、 Co-Cu-Be 合金の凝固組織、特にデンドライト






















(3) Co-Cu 合金に Be を添加することにより広い組成範囲で連続細線化が可能なこと、また Be の添加量は 5at%で
十分であることを見出している。また、 Be を添加した場合でも、デンドライト 2 次アーム間隔が凝固区間の冷
却速度の約 1/3 乗に逆比例し、 2 次アーム間隔をある程度計算によって予測できることを明らかにしている o
(4) Nd-Fe-B 永久磁石を対向設置して形成した静磁場中を溶融合金ジェット流が通過するように噴射し、ジェット
に通電することによって発生する電磁力で溶融合金ジェット流を能動的に制御する方法を開発し、紡糸条件だけ
では解決困難であった溶融 Al ジェットが液層表面を這うように進行する問題の解決に成功している。また、電
磁力でジェット軌跡を制御することでジェットの冷却速度の増大、細線断面円形度の大幅な向上が可能なこと、
および衝撃的かっ周期的な電磁力の作用により短繊維材の製造が可能であることを見出している。
以上のように、本研究は、従来困難であった溶融合金ジェットの冷却速度推定法を提案し、極めてシンプルな装置
構成で溶融合金ジェット流の能動的制御法を開発するとともに、回転液中紡糸プロセスの理解と細線形態制御法に関
する貴重な知見を得たものであり、材料プロセス工学の進歩および関連する工業技術に寄与するところが大き L 、。よっ
て本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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